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第６回理事会 ご報告 

日  時 平成 30年 3月 17日（土） 9：30～11：30 ふれあい会館会議室 

１ 報告事項 

１）各種名簿提出について         

（１）理事名簿  提出期日：４月９日（月）  

   →名簿をもとに選考委員会が動き出すので提出日厳守。 

（２）代議員名簿 提出期日：４月１６日（月） 

     

２）県央三市自治会連絡会について 

  ・開催日：２月８日（木） 

  ・出席者：３５名 海老名市 自治連 ９名、市２名 

           綾瀬市  市連協 ５名、市３名 

           座間市  市自連１３名、市３名 

   ・発表内容：綾瀬市連協  「自治会加入促進について」 

         海老名市自治連「自治会加入率の向上活動について」 

         座間市自連  「高齢者支援の取り組み」 

                 災害時避難行動要支援者登録名簿受領と取り扱い 

  →・海老名市、綾瀬市の自治会組織は全自治会が名簿受け取り済。 

   ・市自連は平成３０年度も継続して行う登録者名簿の受領と活用を推進していく。 

     

 ３）座間市災害時避難行動要支援者支援について 

   →・要支援登録者名簿の受領率は 60％。 

    ・登録者名簿の返還手続きについて市と協議した。 

    ・手続きのあらまし 

     ①５月末に新自治会長宅へ書留郵便で「更新後の名簿」「支援ガイド」「受領書」 

が届く。 

     ②同封の返信用封筒で「受領書」と「更新前の名簿」を市へ返信するので、 

      旧名簿は新自治会長に必ず引き継ぎ、市へ返還してもらう。 

     ③名簿を返還したら、市から「返還確認書」が新自治会長に届く。 

     ※名簿更新のあらましを記載した「平成３０年度 自治会の災害時避難行動支援 

者名簿の更新について」は、自治会長分を複写して渡し、引き継ぎ時に利用し 

てほしい。 

 

４）不動産業者への自治会長情報提供について 

   →前回の理事会でも情報を提供していますのでフォローをお願いしたい。 

    情報を活用して加入促進に繋げてほしい。 

   加入に絡む進捗状況がある場合は、事務局に連絡してほしい。 
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２ 協議事項 

 １）平成２９年度事業報告および決算表について 

（１）平成２９年度事業報告 

→運営方針の評価とまとめについて内容の確認をした。 

 ・「避難所開設運営訓練 実施活動報告」 

総会議案書に資料として掲載するので、避難所の該当自治会、参加者数、 

常設運営委員会の有無等、不明確な箇所の確認をし、４月初めまでに事務局に 

連絡する。 

    ・「自治会加入への手引書」を作成したので、地区自連主催の自治会長研修会で 

活用してほしい。 

 ・福祉、防犯、環境、他団体との連携、広報、行政や近隣市自治会組織、市自連組 

織関連等についても説明した。 

（２）決算表 

→・予算は２８，２００世帯で組んだが、実際は２８，４８６世帯だった。 

 ・ホームページシステム移行費は今年度実施されなかったので、来年度に繰り越す。 

  意見：科目「研修費」の「理事等視察研修会」は詳細な会計報告が第５回理事会

であった。他の事業についても会計報告を出してほしい。 

回答：自治会役員研修大会と県央三市自治会連絡会の会計報告を新旧理事会 

（4/21）で出す。 

  意見：支出の部、事業費科目「加入促進費」と総務費科目「会議費」の支出が 

予算に比べてかなり少ないので、次年度の予算立ての際にはよく確認した 

方がよい。 

  

 ２）平成３０年度事業計画案および予算案について 

（１）平成３０年度事業計画案 

→目標：自治会活動の周知と充実 

   市自連は地区自連や単位自治会のサポート役として取り組んでいく。 

→・高座清掃施設組合等視察研修会 

環境部は単位自治会当たり１０名ぐらいの募集にしたらどうかと考えている。 

３回ある視察のうち、５月までに１０名位出せる単位自治会があるかどうか 

検討し、事務局に教えてほしい。 

    ・広報部 

「市自連ニュース」第１７号：主な記事は、定期総会、自治会行事など。 

「ふれあい」第６９号：理事や部の紹介、避難所、自治会長研修会など。 

    ・加入促進の強化 

      行政に対する協力依頼について 

意見：避難所運営委員会が自治会主体で運営していることのアピールや、 

加入促進チラシを戸籍住民課の窓口横に置くことなどを行政に求めて 

ほしい。 
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（２）予算案 

→意見：１００円未満は丸めてはどうか。 

回答：補助金額等、金額をそのまま記載しなければいけない箇所もあるが、 

それ以外は検討する。 

   →意見：支出の部加入事業費「加入促進費」が備考も「加入促進費」になっている。 

回答：分かりやすく表記を変える。 

   →事務局職員の賃金は、法律の改正があるので時給を上げる。 

   →雑収入と雑費は、金額を精査する。 

 

 ３）役員選考委員会について 

  →・役員理事から５名選出し、立ち上げた。 

    小野（緑ケ丘）、本多（新田宿四ツ谷）、天野（小松原）、土橋（ひばりが丘）、 

曽根（栗原）の５氏。 

   ・委員の互選により、委員長は小野役員が就任した。 

 

４ その他 

 １）キャンプ座間下検分について 

   下検分実施日：２月２１日（水） 

   →平成３０年度市自連の行事として検討したが、事業化しないと決定。 

   理由：参加者募集で地区自連に負担をかけることになるため。 

施設の性格状、視察に当たっての申請等、準備が複雑なため。 

 

２）大凧まつりについて 

・開 催 日：５月４日（金）、５日（土） 

（１）回覧用チラシ 

   ・大凧まつり事務局（市商工観光課職員）が３月下旬に地区自連会長宅に届ける。 

 （２）大凧まつり当日の応援内容：事前申込者への初節句ミニ凧の引き渡し  

     新旧理事会（4/21）にて、応援者を募る。 

 

以 上 

 


